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日本で５Gが本格的にスタート

ご参考資料
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（出所）TDK（高周波フィルタ）、村田製作所（メトロサーク）、信越化学工業（石英クロス）
※写真はイメージです。

2020年3月下旬、NTTドコモなど国内携帯大手３社が相次いで5Gの商用サー
ビスを開始。米国や韓国、中国、欧州に続き、日本でも5Gが本格稼働。

 ５Gが使用する高周波帯域は電波を使える範囲が狭いという技術的な問題があり、当面のサービス展開

は3社とも限られた地域での使用にとどまり、全国で使えるようになるのは21年末以降になる見込み

です。こうした技術的な問題を見据えて、総務省は20年夏にも、既存の電波を5G向けに転用できるよ

う制度を変える見通しです。既存の電波を使えるようになれば、一気に既存基地局を使ってエリアの拡

大が可能になります。

通信電波のカバーエリアや技術に対する課題を克服するための動きが進む

日本でも号砲が鳴った「5G」を巡る競争
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通信環境に応じて必要な周波数を選別

 また、高周波の電波に対応する高機能基盤や半導

体の新材料など５Ｇ向けに特化した製品を相次ぎ

開発、発売する企業が増えています。足元、新型コ

ロナウイルス感染拡大の影響による経済活動の停

滞で、電子機器や半導体の需要の低迷が懸念さ

れるなか、市場の成長期待が大きい５Ｇ関連機器

の需要を模索する動きもあります。

 2020年は世界的に5Gサービスの浸透が進むこ

とから、5G関連企業間の連携は一層深化し、 ス

テータスは「準備段階」から「離陸期」に移行すると

思われます。

 ５Gの進展で創出される新たなイノベーションは、

経済成長の礎となって関連産業に大きな需要を

生み出し、中長期的な恩恵の享受が期待されます。

 2020年3月25日のNTTドコモを皮切りに、KDDIが26日、

ソフトバンクは27日に５Ｇ（第5世代移動通信システム）の個

人向けサービスを開始しました。楽天モバイルも6月頃から

サービスを開始する予定で、今後国内で顧客獲得を巡る競争

が本格化します。

 大手3社とも５Gサービス開始に併せてシャープやサムスン電

子など国内外メーカーの5Ｇ対応スマートフォンを発売し、料

金プランはほぼ横並びとなる中、今後の競争軸は、多様な

サービスと使用できるエリアの広さになるといわれています。

 NTTドコモは消費者向けに加え法人向けサービスも展開し、

KDDIやソフトバンクも消費者向けに独自のコンテンツを売り

物にするなど、３社とも違った戦略を打ち出しています。
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